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P2−112　Paclitaxel，　 Carboplatin併用療法にお ける末梢神経障害 に対す る Cyclooxygenase− 2 （COX − 2）inhibitor（Meloxi・

cam ）の 効果 につ い て の 検討

広島市立 広島市民病院

野聞　純 ， 吉田信隆 ， 菊池由加子 ， 小 坂由紀子 ， 橋本
一

郎 ， 神余泰宏， 吉田　孝， 伊藤裕徳

【目的】Paclitaxcel（T）投与時の 末梢神経障害は，　 COX −2 と関連するとい われてい る，今回 ，
　T，　 Carbeplatin（J）療法におけ る， 選択

的 COX −2 阻害剤で ある Meloxicam （M ）の 併用投与の 有効性 につ い て検討 した．【方法】初回化学療法の 子宮体癌 5 例に対 し，　 T （175

mg 〆m2 ），J（AUC6）を 4 週毎に投与を行い
，
　 M を 1錠！日を投与 した （TJM 群），M を併用せ ず T （175mg／m2 ）J（AUC）療法を初めて

行っ た卵巣癌， 子宮体癌の 8症例 （TJ 群）と，　M を併用せず T （weekly ，70mg／m2 ），J（AUC6 ）療法の 卵巣癌 6例，子宮体癌 6症 （wTJ

群）の神経障害，筋肉痛，骨髄抑制などにつ い て後方視的に比較検討した．【成績】末梢神経障害 Gl につ い て は TJM 群で 4！5症例（80％），

8／12 コ ー
ス （66．7％），TJ 群で 7f

’
8 （875％），19，

／27 （7e．4％），wTJ 群 で，3／12（25％ ）， 2143（4．7％）で あ り，　 wTJ 群が有 意に少 なか っ

た （コ ース
， p〈O．OOI）．　TJM 群の 筋肉痛は，4／5（80％），7／

「
12（58．3％）で，　TJ群の 4／8〔50％），7，f27（25．9％），　 wTJ 群は，2〆12（16．7％），

2143（生7％）で wTJ 群が有意に少なか っ た （コ
ー

ス ，
　 pくo．ool）．白血球減少 G3−G4 は，

　 TJM 群で 1／5 （20％）， 1〆12（8．3％）であ り，

TJ群の 5！8 （62．5％），lo／27（37．5％），wTJ 群は 3／12（25％ ），8／43（1＆6％）で有意差 はなか っ た．好中球減少 G3−G4 は，　TJM 群で 5／
5（100％）， 8112（66．7％）であり，TJ群の 6，

f8 （75％），16／27（59．3％），wTJ 群 は 10／12（83．3％），14／43 （32．6％）で 有意差 は なか っ た．
血小板減少 G3 − G4は，認めなか っ た．【結論】好中球減少，白血球減少につ い て は，い ずれの 投与法で も有意差は なか っ た．末梢神経障害，
筋肉痛の 予防の 点からは，M 併用投与 と非併用療法の 有意差はな く，

　 TJ療法 （T の weekly 投与）が最も有効で あ っ た．

P2 −113　タ キサ ン系薬 剤／カ ル ボ プ ラ チ ン併用 化学療法 に よ り誘発 され る 消化器症状 に 対する 経 ロ グ ラ ニ セ トロ ン の 有用

性 につ い て の 検討
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三 杉史子，加藤万紀予，北岡美穂，則行麻衣子，三杉卓也，市村友季 ， 安井智代 ， 本 田 謙

一，

金岡　靖，石河　修

【目的】癌化学療法 にお い て ， 患者苦痛度 の 高い 悪心 ・嘔吐や 食欲不振 を軽減させ る こ とは化学療法を継続する にお い て 重要

な課題 と考え られ る ．そ こ で ，Antiemetic　Guidelinesで は カル ボ プ ラ チ ン の 催吐性 が 中等度 の 薬剤 に 位置付け られ て い る こ と

から， タキ サ ン系薬剤〆カ ル ボ プ ラチ ン併用化学療法後の 遅発性消化器症状 に対する 経ロ グ ラニ セ トロ ンの有用 性 につ い て ，

QOL 質問票 に よ る 評価 を 中心 に検討 した の で 報 告 す る．【方法 】2003年 4 月か ら 2004 年 8 月の 間に 当院で タ キ サ ン 系薬剤／カ

ル ボ プ ラ チ ン 併用化学療法を施行 した 症 例 の うち ， イ ン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トの 得 られ た 20 例を対象 と した．単純 ラ ン ダ ム

割付 に よ り， 投 与 日の み 5− HT3 注射剤 を投与す る A 群 （10例 ）と，投 与 日に 5− HT3 注 射剤を投与 し 2〜7 日 目に グ ラ ニ セ

トロ ン 細粒 を 1 日 1回経口 投与す る B 群 （10例）に 分けた．投与前 日 よ り10 日間 ， わ れ わ れ が 独 自に 開発 した 20 の 質問か

らなる 癌化学療法 QOL 評価 票 を記 載 させ た．【成績】年齢，疾患名，進行期な どの 患 者背景に つ い て ，2 群問に有意な差 は認

め られ なか っ た．消化器症状 に対す る 7項 目の 質問中 6 項 目 で ， 投与後 2〜4 日 目で 有意な QOL の 改善が 認め られ た．【結論】

タキサ ン 系薬剤／カ ル ボ プ ラ チ ン 併用化学療法後の 経凵 グ ラ ニ セ トロ ン は，遅 発 性消化 器 症 状を抑制 し，癌化学療法時の QOL
改善に 寄与する もの と考 え られ た．

P2−114　算出された Carboplatin　clearance 値 の 計算式 に よ る相違
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旧 的」　Carboplatinの 投与量を決定する際，　Jelliffeの 式 （JF），Cockroft− Gaultの 式（CGF ）ある い は Modified− Jelliffeの 式 （MJF ）が

Creatinine　clearance （Ccr）の 算出に汎用 され てい る，また，　 Chatelutの 式 （CF）の ように carboplatin 　clearance （C − CL）を面接算出

する方法も用い られて い る．本研究は こ れ ら 4つ の 計算式に よ り算出され たC −CL の 相違を比較検討す るこ とを 目的と した．【方法】

1996年 1 月か ら 2004年 8月の 期間に当科で carboplatin を主体 と した化学療法を行っ た悪性腫瘍患者 253例を対象 とし，CGF，　JF，　MJF
から算出 した Ccrに 25を加え（Carvertの 式よ り）， あるい は CF か ら直接に C −CL を求めた．算出 した C −CL は post

− hoc　Wilcexon

検定に よ ゆ比較検討した．また ， CGF に よる C − CL を基準 とした median 　absolute　percen亡error （MAPE ）によりばらつ きを比較した．
さ らに BSA と C − CL の 比 （JF／CGF，　JF／MJF ，　JF／CF ）の 関係 を単回帰 に よ り検討 した．【成 績】c− CL は CGF ：lo9．8± 28．4，　JF ：

128．5± 28．2， MJF ：110．8± 25．7，　 CF ：114．1　± 　S3．Oで JFと他の 3式に よ る C −CL の 間に 有意差を認め た （p＜ 0．001）．　CGF に よる C −CL
を基 準とした MAPE はそれぞ れ JF：27％，

　MJF ：7％ ，
　MJF ：6％ で JFで の み大きなば らつ きを認め た．　BsA とC − CL の 比（JF／CGF，

JF／MJF ，　JE〆CF ）の 間に は 強い 相関を認め，　 BSA が小 さ くなるにつ れ て C −CL の 比 は増大 した．【結 論】CGF，　 MJF ，
　 CF を用 い て算

出 した C − CL は互い によ く相関して い たが，　JFは他の 3式に比較し positive　biasが大き く，特 に BSA の 小さい 症例でその 傾向が顕著

で あ っ た．国際的 な共 同研 究を進め てい くにあた っ て C −CL の 計算式を研究グ ループ 間で 統
一
する こ とが望 ましい と思われた．
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